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く目的〉

青森県内における淡水魚類及び海産魚類の魚病を診断し、魚病被害の抑制及び防疫対策に役立て

ることを目的とする。

〈詰験研究方法〉

1.魚病診断

内水面養殖業者及び海産魚類増養殖場から検査依頼があった病魚及び河川等でのへい死事故

により持込みのあった検体について、病魚の外観症状、解剖所見並びに定法により病原体検査

を行った。

2.薬剤感受性試験

分離された細菌について、ディスク法による薬剤感受性試験を行った。

3. アユ放流種苗の冷水病及びエドワジエラ・イクタルリ感染症の病原菌保菌検査

県内種苗生産施設で、生産されたアユ種苗について、放流前に検体を採取し、 PCR法による冷水

病及びエドワジエラ・イクタルリ感染症の病原菌保菌検査を行った。

〈結果の概要・要約〉

1.魚病発生時における診断

平成21年の魚病診断件数は淡水魚類22件、海産魚類5件であった。

魚種別に見ると、淡水魚類ではアユが 7件と多く、次いでニジマス 5件、イワナ、サクラマ

スが各 3件であった。海産魚類ではキツネメバル 2件、ヒラメ、ウスメバル、クロソイが各 1
件で、あった。

疾病別に見ると、淡水魚類では細菌性疾病 8件、寄生虫症 5件、合併症 4件であった。海産

魚類では細菌性疾病が 4件、合併症 1件で、あった。特に、ニジマス稚魚で発生した伝染性造血

器壊死症 (1削)と冷水病との合併症では大きな被害がでたことから種苗の移入に関しては十分

注意する必要がある。また、ヒラメでは生物餌料(ワムシ)給餌期間内に細菌性疾病による大

量へい死が発生しているが、感染経路の一つに生物餌料であるワムシが大きく関与しているも

のと考えられる。生物餌料が原因とされるヒラメの大量へい死は本県を含め数県の種苗生産施

設で発生していることから、他県と連携して早急な対応策を検討する必要がある(表1)。

月別では淡水魚類・海産魚類ともに 6月から 9月の発生が多かった(表2)。

2.薬剤感受性試験

サクラマス・イワナのせっそう病病原菌は塩酸オキシテトラサイクリン、フロルフェニコー

ル及びスルフィソゾールに高い感受性が見られた。

アユの冷水病病原菌はスルフィソゾールに高い感受性が見られた(表 3)。

3. アユ冷水病及びエドワジエラ・イクタルリ感染症の病原菌保菌検査

県内種苗施設で生産されたアユ人工種苗について、平成 21年 5月 11.......14日にかけて 12検体

(1検体 5尾)の検査を行ったが、冷水病並びにエドワジエラ・イクタルリ感染症の病原菌は

検出されなかった。
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く主要成果の具体的なデータ〉

表 1 魚種別疾病別診断件数
(平成21年1月~平成21年12月)

波水晶 海産量
接覇者 小計 小計 合計

ージマス イワナ サケ サクラマス ヒメマス イトウ アユ Yユ'̂カケハセ ヒラメ キツネh、ール ウスh、" タロソイ

運動性エロモナス産 。
冷水痛 2 3 。 3 
細菌性胃蟻宿(BKO) 1 。
せっそう摘 2 2 。 2 
連鎖暗薗症 。
滑走個薗症 。 2 2 

細薗感量症 。 1 1 

ポケ宿 。
イクテオポド症 。
キロドネラ症 。
自点病 2 。 2 
粘壇胞子虫壷 。
IHN+冷水摘 。
せっそう摘+エピλチルス症 1 。 1 
合 判せっ事そ日う章摘+エピλ予ルλ+ギロ 1 。 1 
併細菌性飽摘+白点商 。
壷市水割+ギ帥押ルス症 1 。
滑走細菌症+寄生虫症 。 1 

トIJJ:/t+自症点+，押昨M
+ヱkスチルス

。 1 
さいのう水腫 1 。
そ由他(館育環境等) 。
不明 1 。
tt 5 3 3 1 7 22 2 1 5 27 

※サクラマス(ヤマメ吉む)

表2 魚種別月別診断件数 (平成21年1月~平成21年12月)

魚種
診断月

計
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

ージマス 5 

イワナ 3 

サケ

サクラマス 2 3 

ヒメマス

イトウ

アユ 2 2 7 

ジュズカケハゼ

ヒフメ

キツネメハ.}~ 2 

ウλメ/I'}~

クロソイ

百十 2 2 4 4 6 4 。 2 。27 
表3 薬剤感受性試験結果 (平成21年1月~平成21年12月)

薬剤感 受性
魚病名 魚 種

塩酸オキシテトラサイクリン
オキソリン酸

スルフィソゾールフロルフェニコール
A1 A2 A3 

せっそう サヲラマλ +++ +++ + + +++ 

せっそう イワナ +++ +++ +++ ++ +++ 

冷水病 アユ ++ ++ +++ 

く今後の問題点〉

淡水並びに海産魚類で問題となっているウィルス病等の発生防止に努めるとともに、異常へい死

が発生した場合は、早期診断・対策により被害軽減に努める必要がある。

く次年度の具体的計画〉

魚病診断、防疫指導、魚病情報収集・技術研修を今年度と同様に実施する。

く結果の発表・活用状況等〉

県魚類防疫会議、魚類防疫検討会、東北・北海道内水面魚類防疫地域合同検討会、北部日本海ブ

ロック地域合同検討会で報告した。
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